


























































































































①何も 2云釈 ③簡単 ④丁寧 5その 無回答 ①何も 2五釈 ③簡単 ④丁寧 5の 無回答
在伯日本人 1 1 7
?
2 0在日ブラジル人 1 2 6
?
0 0
在仏日本人 0 0 7
?





0 2在日アメリカ人 3 5 5
?
0 0
在韓日本人 0 2 3
?
0 0在日韓国人 0 0 3
?
2 0
在越日本人 0 2 8
?
0 0在日ベトナム人 1 0 3
?
0 1





























①何も 2会釈 ③簡単 ④丁寧 5その 無回答 ①何も 2会釈 ③簡単 ④丁寧 5その 無回答
在伯日本人 o 1 3
??
3 0在日ブラジル人 1 5
? ?
o o
在仏日本人 0 0 9
?
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韓国人から見た日本人 1 1 1
?
0 0






















































1口も 2云釈等 3簡単 4丁 5その他 無回答日　　ラジル人 1 5 12 14 0 0
日本人かb見たフラシル 1 1 14 14 0 6
日フランス人 1 0 2 29 2 0
日本人から見たフランス人 3 0 14 12 3 0
日アメリカ人 1 1 12 22 0 0
日　人から見たアメリカ人 0 0 5 31 8 1
日　国人 0 3 12 16 1 0
日　人から見た　国人 28 5 7 16 2 0
日ベトナム人 1 2 12 23 0 0



































































































































































































































































































































































































































































同じ 相手 状況 同じ 相手 状況
伯日本人 3 22 16在日ブラジル人 14 6 7
仏日本人 8 1 10在日フランス人 6 14 7
米日　人 2 9 12在日アメリカ人 11 7 3
日　人 18 26 18在日韓国人 6 18 9
越日本人 10 33 9 在日ベトナム人 12 10 2

































































ブラジル 伯日　人 5 12 3
日　ラジル人 12 10 5
フランス 仏日　人 7 3 9
日フランス 8 17 9
アメリカ 土米日本人 5 4 16
日アメリカ人 10 8 3
韓　国 在韓日本人 15 16 20
土日　国人 4 19 14
ベトナム 越日　人 6 13
?




























































































































































不　‘】快等 相手丑ヒ判 一般イヒ あきらめ 何も思わず その他土伯日　人 11 21 4 0 0 1在イム日本人 9 19 0 1 0 2
土米日　　人 7 22 0 0 1 6
土韓日本人 13 35 3 0 0 2在越日本人 7 28 2 1 2 3国内日　　人 10 52 1 0 0 4
土日　　ラジノレ人 2 22 1 0 2 6
在日フランス人 1 28 0 0 0 1土日アメリカ人 3 20 0 0 1 3土日　　国人 14 13 2 1 0 5


















































































不愉快等 相手批判 一般化 あきらめ 何も思わず その他土伯日本人 4 7 3 0 4 9
土仏日本人 0 6 7 1 2 9
土米日　人 1 8 16 0 1 9
土　日本人 2 13 19 4 10 7
土　日本人 2 2 24 0 12 3
土日　ラジル人 2 15 4 0 3 5
土日フランス人 0 19 5 0 0 10
土日アメリカ人 0 21 1 0 0 4
土日　国人 8 9 2 0 0 12







































































































































































































1適当 2不適当 その他 ＿回答 計
男　性 日　人男性 71 24 0 10 105
国人男性 47 20 1 9 77
女　性 日　人女 87 53 0 14 154





































これくらいでいい 足りない 多過きる その他 ＿回ロ 計土伯日 14 6 0 1 9 30
仏日本人 20 9 2 0 0 31
土米日本人 21 11 0 0 6 38
土韓日　人 33 16 1 0 0 50
土　日本人 28 13 0 0 5 46
国内日本人 40 21 1 2 0 64
土日　ラジル人 24 8 0 0 0 32
土日フランス人 19 10 0 1 0 30
土日アメリカ人 12 11 0 0 7 30
土日韓国人 18 12 1 0 1 32
























































































































このくらいでいい 足りない 夕過きる その他 無回答 合計
日　人男性 69 22 2 1
?
105
在日外国人男性 48 19 0 0 10 77
日本人女性 87 54 2 2 9 145





























































































































































































































































































































































































①対象国が丁定 ②日本が丁寧 同じ その他 無回答 計
在伯日本人 3 2 0 16 9 30
在日ブラジル人 1 2 8 9 12 32
在仏日本人 5 13 0 7 6 31
在日フランス人 0 9 3 16 2 30
在米日本人 16 1 0 18 3 38
在日アメリカ人 3 4 3 12 8 30
在韓日本人 11 24 0 14 1 50
在日韓国人 0 10 8 11 3 32
在越日本人 1 19 1 20 5 46


































































































1同じ 2日 3当該玉 その ＿回答 計
在伯日本人 2 15 12 1 0 30
在日ブラジル人 18 5 8 1 0 32
在仏日本人 1 4 23 1 2 31
在日フランス人 14 6 5 4 1 30
在米日本人 2 0 32 1 3 38
在日アメリカ人 4 0 20 4 2 30
在韓日本人 2 47 0 1 0 50
在日韓国人 3 28 1 0 0 32
在越日本人 0 44 0 2 0 46

























1 1 1 ?
在仏日本人 在日フランス人
1：㌫
㍉・③・該・i
　lロその他
　L■無回答　　］1
図表il　－1－2－18b　日本とブラジル 図表1－1－2－18c　日本とフランス
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図表1－1－2－18d　日本とアメリカ
図表皿一1－2－18d　日本とベトナム
図表皿一1－2－18e　日本と韓国
　日本とブラジルについて，日本人の回答は「日本人の方が気にする」15件と，「ブラジ
ルの方が気にする」12件とに分かれている。ブラジル人では「同じ」が18件ともっとも
多く，「日本の方が気にする」「ブラジルの方が気にする」がそれぞれ5件と8件である。
在伯日本人では，日本とブラジルのどちらが気にするかで回答が分かれても，両国の身体
的接触の感じ方は違うと考える人が多く，ブラジル人は同じであると考える人が多いとい
う結果になった。「同じ」という回答には，大都市ではどこでも同じであるというコメン
トが多い。全体的には，ブラジルでは，日本と比べて親しい人と挨拶をする際に身体的な
接触があり，また人と話すときの距離も近いが，一方で他人との間に距離をとるというコ
メントが多く現れている。「日本の方が気にする」の内容は，日本はよそよそしい，事を
荒立てる，ぶつかりを気にするというものであった。「ブラジルの方が気にする」では，
ぶつからないように気をつける，お互いによけ合うというコメントが見られる。
　日本人とフランス人では，双方の印象の不一致が見られる。日本人の大部分が，フラン
スの方が接触を気にすると答えているが，フランス人では両国とも同じという回答が一番
多く，日本の方が気にするという回答と，フランスの方が気にするという回答もほぼ同数
となっている。「フランスの方が気にする」では，フランスの方が神経質，他人との接触
に気をつかうことが習慣的になっている，ちょっと触れただけでも自然に言葉が出るのは
気にしているからだろう，などのコメントが見られた。「同じ」では，普通の人ならどち
らでも気をつける，都会は同じなどのコメントがある。
　　アメリカについては，日本人，アメリカ人とも，「アメリカの方が気にする」と答え
ており，双方のイメージは一致しているといってよい。アメリカではぶつかられることが
ない，体が触れることはあってはいけないこと，アメリカ人には体の回りに自分のスペー
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スが存在する，などのコメントが見られる。アメリカではぶつかった際に言語化して謝る
傾向が強く，また日本と比べると関係修復行動が盛んに行われる傾向も見られたが，それ
はここで述べられているように，ぶつかりが他人のプライベートな空間を脅かすと考えら
れることと関係があろう。
　韓国についても，日本人，韓国人ともほとんどが「日本の方が気にする」と答えており，
印象は一致している。コメントに，韓国人は接触に無頓着，ぶつかりは何でもないこと，
対人距離が近い，日本の方が敏感に反応する，などが見られる。
　ベトナムと日本の比較でも，「ベトナムの方が気にする」という回答はほとんどなく，
特に日本人はほとんどが，「日本の方が気にする」と答えている。コメントとしては，ベ
トナムでは対人的距離が近い，スキンシップが多い，親しい人にはべったりする，などが
見られるが，ベトナム人には，日本の方が人数が多い，日本人の感覚はよくわからないが
どちらも同じように気にしているといった，質問に対するとまどいを含んだコメントが現
れている。
　以下では，得られたコメントを，その内容から見ていく。
（1）対人的距離の違い
　対人的な距離については，ブラジルとアメリカに，親しい人とは挨拶などの身体的接触
があるというコメントが多く見られた。
　　　○「アメリカでは，親しい人と親しくない人の区別がすごくある。ちょっと親しい
　　　　だけでも会った時に抱き合ったりとか，肩を叩いたりとかするが，親しくないと
　　　　他人とのスペースをすごく取りたがるような感じがする」（在米日本人・女性・20
　　　　代）
　　　●「アメリカでは体の回りに個人的なゾーン（スペース）がある。＿アメリカで
　　　　はボディーコンタクトは友達であることを表す」（アメリカ人・男性・30代）
　　　○「友達や人と話す時の距離感はブラジルの方が近い（同性同士が抱き合う。肩に
　　　　手を回す）。」（在伯日本人・男性・30代）
　これらの国では，その反面，他人との接触については気をつかっており，また，やむを
えず触れる場合には声掛けが行われるというコメントもある。
　　　●「日本では触れても何もいわない。ビデオ屋などでも，棚を見ているときに，何
　　　　もいわずに横や後ろからスッと手が伸びてきてビデオを取っていく。一言かける
　　　　のが普通だと思うが」（ブラジル人・女性・30代）
　他人と一定の距離をとる傾向があるという点では，フランスも共通している。
　　　○「フランスでは人にちょっとでも触るということが失礼なことだと考える。細い
　　　　道であれば，相手が通り終えるまで待っている。日本ではかまわずお互いが通ろ
　　　　うとする。それでぶつかったら道が狭いからというのが日本。フランスではそれ
　　　　を無視して来るのが失礼であって，狭ければ待っている」（在仏日本人・女性・20
　　　　代）
　ブラジル・フランス・アメリカでは，親しい人と他人の区別がはっきりしていて，個人
のスペースというものが存在し，身体的接触についての認識が，その区別によって異なる
傾向が見られる。一方，韓国とベトナムの身体的接触の受け止め方は，以下に述べられる
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ように，これとは異なるものである。
　　　○「韓国では，女の人同士が手をつないだり男の人同士で肩を組んだりする。だん
　　　　だん親しくなってきた人が歩いている時，手を取ろうとする」（在韓日本人・女
　　　　性・20代）
　　　○「韓国人に話しかけるとすごく近くに寄られる。どんどん入ってくる。距離が近
　　　　いのは気にしない」（在韓日本人・女性・30代）
　　　●「電車の椅子に座るのに，10人掛けでも韓国ではll人くらい座る。少しでも間
　　　　があれば座るが，日本では8人くらい」（韓国人・女性・30代）
　　　●「ベトナムでは触ることが普通なのであまり緊張しない。日本人同士は触ってい
　　　　ない。男性と男性，女性と女性で絶対しない。ベトナムでは男性と男性でも親し
　　　　くなりたいから触る。日本で，話しながら相手に触りたいと思うが，日本人はす
　　　　ぐに逃げる。」（ベトナム人・男性・30代）
　　　○「ベトナムでは親しみを表現したければしたいほど相手の体を触りながら話す。
　　　　背中，膝，足，手等。立っているときも座っているときも同様」（在越日本人・
　　　　女性・30代）
　　　○「椅子に座るとき，二人が同じ向きになり，一人の膝の上にもう一人が乗り，乗
　　　　せた方は腕を回して相手を抱いて座る。話している最中も接近してくるので，行
　　　　き場がなくなる」（在越日本人・女性・40代）
　ここでは身体的な接触が，親しさを表現するという機能を果たしていると見られるが，
挨拶など，限定された場面での接触ではないところが，ブラジル・アメリカ・フランスの’
欧米3力国とは異なっている。また，韓国・ベトナムはこれらの国と比べると，親しい人
と他人の境ははっきりせず，他人との接触を気にしない傾向が見られる。
　　　○「接触されることをあまり気にしない。赤の他人でも通るとき，肩が邪魔だとか
　　　　いうときも平気で何も言わないで触ってくる。それが当たり前」（在越日本人・
　　　　女性・20代）
　　　○「韓国ではどんどん人がぶつかってくるし，バスの吊革を他の人が掴んでくる」
　　　　（在韓日本人・男性・30代）
　　　○「バイクでよくぶつかっているのを見るし，自分もぶつけられたりぶつけたりす
　　　　るが，その時のお互いの反応がニコニコで済む場合が非常に多い。自転車をぶつ
　　　　けることによって止めている人もいる。この国では気持ちのいいあり方なのかな
　　　　と思う。本当に深刻な問題であれば謝ってもらいたいというのはもちろんあるに
　　　　しても，接触自体が深刻な問題になりえない国なのかもしれない」（在越日本人・
　　　　男性・30代）
　ブラジル人・アメリカ人・フランス人からは，日本人は身体的接触が少ないとコメント
され，日本人自身は韓国人・ベトナム人について，接触することが多い，気にしないと報
告しているところから，日本人の身体的接触についての考え方は，欧米3力国と韓国・ベ
トナムの中間あたりに位置すると考えられるが，親疎による対人的な距離については，親
しい人とは距離をとり，他人との距離は気にしないとのコメントもあり，別の要素も関わ
っているようである。
　　　●「日本では知っている者同士ではしないが，知らない同士だったら平気でぶつか
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　る」（アメリカ人・女性・30代）
●「日本ではアメリカより親しい相手にでも触らない」（アメリカ人・女性・20代）
（2）気をつけるか否か
　ぶつかりが起こりそうな時に，前もってどのくらい気をつけるかについては，以下のコ
メントがあった。
　　　○「｛韓国人は｝市場でカートでぶつかってくる。ちょっと待ってくれたらスムー
　　　　ズに行くようなところを，強引に勢いよく押してくる。元気なときはこんなもん
　　　　だと思ってすますが，機嫌の悪い時などは文句を言ったこともある。相手はヘラ
　　　　ヘラ笑っていた。なぜ怒るのかわからない，といった感じだった」（在韓日本人・
　　　　女性・40代）
　　　○「韓国人は相手とぶつからないように自分の進路を変えるということはないが，
　　　　直前でちょっと交わしている。だからかなり近い距離ですれ違う。かなりのカル
　　　　チャーショック。気を遣うのが苦手」（日本人・男性・30代）
　　　○「ベトナム人は体が触れたり押されたりして初めて自分が邪魔なのだと気がつく。
　　　　押し方で喧嘩になる。ぶつからないように歩こうという気持ちは全くない」（在
　　　　越日本人・男性・40代）
　（1）の対人的距離のところで，フランス人は細い道であれば相手が通るまで待ってい
るというコメントがあったが，上記の韓国での例はちょうどこれと反対の行動である。
　また，ぶつかりが起こった後のことについては以下のコメントがある。
　　　○「ブラジル人は足をちょっと踏んだくらいは気にしない。｛日本のように｝ガン
　　　　を付けられたとか，肩が触れて袋叩きにあったとかは考えられない」（在伯日本
　　　　人・男性・50代）
　また，一定の空間の中で場所をしめることに関して，日本人との感じ方の違いについて
述べたコメントもある。
　　　○「｛フランスでは｝ラッシュの時どうするかというと，自分は動かない。いくら
　　　　人が多くても自分はここにいるのだから，他人がよけるのが当たり前だと思って
　　　　いる。日本人は本能的にすっすとよけてしまう」（在仏日本人・女性・40代）
　　　○「｛フランス人は｝電車の向かい合わせの席で，狭いのに足をどんと出していた
　　　　りする。それについては全く平気。人に当たると気づくみたいでやめる。組んで
　　　　いる本人は気にしない」（在仏日本人・女性・40代）
（3）男女による違い
　以下のように，男性は女性には謝るが日本ではそれがない，男女による対応の区別はな
いというコメントも見られた。
　　　●「ブラジルでは男性が女性の足を踏んだときは「ア，ゴメンナサイ」と柔らかい
　　　　言葉で謝るが，男性同士だったら謝らない」（ブラジル人・女性・20代）
　　　●「日本は男性が気をつけない。フランスの男性は女性に対して気をつけている。
　　　　女性にぶつかったら謝る。日本はしない」（フランス人・女性・50代）
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（4）場所による違い
　同じ身体的接触であっても，行列や電車の中などの場所による違いについて述べたコメ
ントもあった。
　　　○「日本と逆だなと思うのは，フランスだと列を作るときぴったりと並ぶ。もっと
　　　　間を開けてほしい，近くに寄ってこないでほしいと感じる。しかし，ぶつかる時
　　　　の距離はフランス人の方がちゃんと感じていると思う」（在仏日本人・女性・20
　　　　代）
　　　○「エレベーターでは，日本だとぎゅうぎゅう詰めで乗るが，韓国ではある程度乗
　　　　るとそれ以上乗らない」（日本人・女性・30代）
　　　●「込み合った電車の中では日本人は気にしない。マンションなど自分に近い所で
　　　　は気にする。フランスでは状況による違いはない」（フランス人・女性40代）
　　●「話すときは日本人は少し多く距離を取る。歩いている時は日本人は非常に近い。
　　　建物の中でも同じ」（アメリカ人・男性・30代）
（5）接触が起きた場合の対応の違い
ぶつかりが起きたときに口論や喧嘩になるかどうかに日本との違いがあるとしたコメン
トもあった。
　　○「車同士で片方が後ろからぶつかった場合，日本ならぶつかった方が悪いという
　　　認識のもとに双方話をするが，韓国ではまず「お前が悪い」と互いに主張すると
　　　　ころから始まる。歩いていて人にぶつかって何か言われても，カチンとくれば，
　　　そこを歩いていたお前が悪い，別に大丈夫じゃないか，と反応する場合もあるか
　　　　もしれない。韓国は自己中心型。日本は相手とのトラブル回避型。韓国人同士は
　　　ちょっとぐらいぶつかっても互いに気にしないのだろう」（在韓日本人・男性・30
　　　代）
　　●「ベトナムではぶつかった時に喧嘩をする。日本では見たことがない。日本人は
　　　ぶつからないように気をつけている」（ベトナム人・男性・20代）
　　○「ベトナムで，ぶつかった方が文句を言うのを初めて経験した。日本ではないこ
　　　となので，そういう考え方もあるのだなとびっくりした」（在越日本人・男性・20
　　　代）
1．1．2．7．残された問題
　以上，見知らぬ人とぶつかった際の行動について見てきた。ここではおもにグループに
よる比較を行ってきたが，年齢や性別，滞在年数，接触度等による詳細な比較分析も今後
必要であろう。
　また，例えば，当該国でぶつかった時に「何もしない」と回答した人が，ビデオの場面
の印象を適当と見るかどうか，日本と当該国の行動に違いがあると感じているかどうかな
ど，質問項目間での集計分析も必要であるが，今回は行うことができなかった。
　被調査者から得られたコメント部分には，さまざまな分析の可能性が含まれている。異
文化と接触したときにそれをどのように受け止め，自己の中で消化していくか，もしくは
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反発するのかといったことに関するコメントを，現地の人との接触度や滞在年数，どのよ
うな目的でその国に滞在しているか，などの視点から見ていくことも必要であろう。
　なお，前章で生越が述べているように，ぶつかるのはよくないこと，したがってぶつか
った場合には，丁寧な謝罪をするほうがよいという，ある種ユニバーサルな規範意識の存
在について考慮しておく必要性を感じた。これがユニバーサルなものとして認識されてい
る場においては，ぶつかるのは普通のこと，したがって気にしないし，謝ることもないと
いう論理は，その正当性を説明することが難しくなる。在韓・在越日本人の，韓国人・ベ
トナム人の行動についての見方が，とくに何もしない，謝まらないなどと厳しい一方で，
韓国人・ベトナム人の母国での行動意識が，丁寧な言葉で謝る等，丁寧な方向に動く傾向
があることを考え合わせると，生越の言うところの「責める方の回答は，謝罪や応答をし
ないことを強調する回答へ，責められる方の回答は，謝罪や応答をすることを強調する回
答へ傾きやすい」という心理が，ここにも現れていると思われる。このことは，異文化間
の行動比較を行う際には特に考慮すべき問題であろう。
　また，「場面1」の謝罪に関連する質問項目のうち，1．1．2．，1．2．2．，1．2．4．，SUB1（2），
1．2．4．SUB3．については，今回は分析の対象としなかった。いずれも今後の課題としたい。
〈注＞
1．ここでいう在日外国人とは，調査の対象とした，対照国生まれで，現在日本に滞在して
　いる外国人のことを指す。在日アメリカ人，在日韓国人などのグループの名称について
　も同様である。
2．回答は，「Excusez－moi」のみが語形として挙げられている場合と，他の語形と一緒に挙
　げられている場合とがある。「Excusez－moi」「Pardon」「Je　suis　d6so16」は，それぞれ
　が謝罪を表す決まり文句であるが，被調査者が，「Ah，Pardon　Excusez－moi」「Je　suis
　d6sol6　Excusez－moi」などのように，これらをいくつか重ねて答えた場合，謝罪の言
　葉の例をいくつか挙げたのか，それともひとかたまりの言葉として，それらすべてを言
　うのかについては不明である。おそらく両方のケースがあると思われるが，今回の調査
　では確認をしていない。いずれにせよ，ぶつかった際に「Excusez－moi」という決まり
　文句を使用する割合は，調査の対象となった在日フランス人では非常に高いと見てよい。
　なお，④との複数回答のうち，①は「20歳以下の若い人には」，③は「年齢が若い人
　だったら」という相手の年齢に限定した回答であった。
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